
 

 

 

一般社団法人 協力隊を育てる会 

第 47 回通常総会 

【報告書】 

1）2021 年度事業報告 

2）2022 年度事業計画 

3）2022 年度収支予算 

 

【議案書】 

第 1 号議案：2021 年度決算承認の件 

第 2 号議案：2022-2023 年度役員承認の件 
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注 1：本冊子記載の所属・役職名等は実施当時のものであり、順不同、敬称略にて表記しています。 

注 2：本冊子記載の青年海外協力隊をはじめとする JICA 海外協力隊情報（帰国隊員を含む）は、氏名に次いで

【派遣国・職種・隊次（西暦●年度●次隊）】の順で表記しています。 

注 3：本冊子では青年海外協力隊をはじめとする JICA 海外協力隊を【協力隊】、帰国隊員を【OV】とした他、全

国育てる会ならびに関係団体の名称を一部省略または俗称にて表記しています。 
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2021年度役員、顧問・参与一覧 

1 会長 山本 保博 医療法人伯鳳会東京曳舟病院院長 

2 副会長 山本 信也 一般財団法人日本青年館理事 

3 副会長 水野 秀一 公益社団法人日本青年会議所事務局アドバイザー 

4 常任理事 松岡 和久 公益財団法人 CIESF 副理事長 

5 常任理事 奥永 眞智子 前一般社団法人協力隊を育てる会事務局長 

6 理 事 明石 要一 千葉大学名誉教授、千葉敬愛短期大学学長 

7 理 事 上田 みどり 広島県青年海外協力隊を育てる会会長 

8 理 事 澤田 澄子 公益社団法人企業メセナ協議会常務理事兼事務局長 

9 理 事 重 政子 NPO 法人持続可能な開発のための教育推進会議代表理事                                               

10 理 事 杉下 恒夫 一般財団法人国際開発機構理事長 

11 理 事 田口 努 公益財団法人日本 YMCA 同盟総主事・代表理事 

12 理 事 棚田 一論 日本青年団協議会事務局長 

13 理 事 土井 章 グローバル・コンパクトネットワーク・ジャパン CSO 

14 理 事 山根木 晴久 日本労働組合総連合会副事務局長 

15 監 事 中村 義人 公認会計士 

16 監 事 福瀧 健一 千葉県 JICA 協力隊を育てる会理事 
 

1 顧 問 足立 房夫 公益財団法人国際障害者年記念ナイスハート基金顧問 

2 顧 問 大島 賢三 一般社団法人アフリカ協会理事長 ※2021 年 5 月 29 日ご逝去 

3 顧 問 黒河内 康 元タンザニア、ナイジェリア、スイス大使 

4 参 与 伊藤 隆文 元独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局長 

5 参 与 井上 俊吾 徳島県協力隊を育てる会会長 

6 参 与 大久保 純夫 元一般社団法人協力隊を育てる会事務局長 

7 参 与 大貫 康雄 公益社団法人自由報道協会代表理事 

8 参 与 小川 一成 茨城県青年海外協力隊を育てる会会長、茨城県議会議員 

9 参 与 小原 嘉文 佐賀県協力隊を育てる会会長 

10 参 与  坂本 瑞夫 愛知県青年海外協力隊を支援する会会長 

11 参 与 高橋 成雄 NPO 法人地球緑化センター顧問 

12 参 与 竹原 玲児 一般社団法人日本経済団体連合会国際協力本部長 

13 参 与 谷川 与志雄 元独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局次長 

14 参 与 野口 光一 一般社団法人全国農業協同組合中央会総務企画部総務課 

15 参 与 吹浦 忠正 NPO 法人ユーラシア 21 研究所理事長 

16 参 与 森髙 康行 愛媛県青年海外協力隊を育てる会副会長、愛媛県議会議員 
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2021年度事業報告 

2021年 4月 1日から 2022年 3月 31日まで 
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2021年度事業方針 

 

 

【スローガン】 

「協力隊は日本の宝、育てて活かす平和の種まき」 

 

【基本方針】 

1．協力隊事業への支援を通じて、世界から信頼される日本と平和で豊かな社会を実現する人材を育成

する。 

 

2．協力隊に参加しやすい社会環境を目指して、全国の育てる会組織の皆様と共に活動する。 

 

3．協力隊の活動を通じて得た隊員たちの経験が日本の地域社会の活性化に生かされるよう、帰国隊員

と自治体、経済団体、市民団体等との橋渡しとなる役割を果たす。 

 

【重点活動】 

1．財政基盤の安定化 

 

2．JICA 海外協力隊の事業価値の理解促進 

 

3．全国育てる会と JICA 青年海外協力隊事務局とのパートナーシップ強化 

 

4．JICA 海外協力隊事業を通じた「持続可能な開発目標」（Sustainable Development Goals）への

貢献 
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重点活動

財政基盤の

安定化

JICA海外協力隊事業の

事業価値の理解促進

全国育てる会と

JICAとの

パートナーシップ強化

JICA海外協力隊事業

を通じた

SDGsへの貢献

理解促進事業

各種イベント開催

カレンダーの

販売

カタログギフトの

販売

協力隊グッズの

販売

他団体との連携

帰国隊員の

進路支援

助成事業

小さなハートプロ

ジェクト

帰国隊員/青年支援

プロジェクト

馬場医療・福祉

奨学金

地域の育てる会

活動助成

広報事業

育てる会ニュース

の編集発行

web・SNSによる

情報発信

受託事業

クロスロード

編集・発行業務

帰国時情報・事務

管理業務

総務活動

各種会議等の

開催

 

青年海外協力隊をはじめとする国際ボランティア（以下「協力隊等」という。）事業に 

市民の立場から参加しやすい社会環境を創り、次世代を担う人材の創出及び育成を図るとともに、 

協力隊等が得た経験を共有することで多様な価値観を尊重する平和で豊かな社会を築き、 

国際社会と地域社会の発展に寄与する。 

 

協力隊を育てる会の使命 
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2021年度事業報告 

 

【重点事業】 

1．財政基盤の安定化                                          

１）「クロスロード編集・発行業務」「帰国時情報・事務管理／現職参加促進業務」の再受注 

 （1）2021-2024 年 JICA 海外協力隊の情報誌「クロスロード」作成業務 

    公 示 ：4 月 28 日（水） 

    様 式 ：一般競争入札（総合評価落札方式） 

    審 査 ：技術提案書（冊子サンプル制作含む）の提出 

    入 札 ：6 月 17 日（木） 

    結 果 ：受注 

    契約金額：173,907,481 円（税込）／158,097,711 円（税抜） 

    契約期間：2021 年 7 月 1 日（木）～2024 年 9 月 30 日（月） 

 （2）2021-2023 年度 JICA 海外協力隊帰国情報事務管理・現職参加促進支援業務 

    公 示 ：7 月 8 日（木） 

様 式 ：一般競争入札（総合評価落札方式） 

    審 査 ：技術提案書の提出とプレゼンテーション 

    入 札 ：8 月 31 日（火） 

    結 果 ：受注 

    契約金額：96,946,962 円（税込）／88,133,359 円（税抜） 

    契約期間：2021 年 10 月 1 日（金）～2023 年 8 月 31 日（木） 

 

２）全国育てる会活動経費の確保 

    実 施 ：通年 

    状 況 ：2022 年度より JICA による「社会還元促進費」の給付開始 

 

2．JICA海外協力隊の事業価値の理解促進                          

１）全国ネットワークによる現地活動ならびに社会還元活動の事例収集と広報 

（1）「青年海外協力隊帰国者の意識等に関する調査研究」報告書の配布 

  配布先 ：シンポジウム登壇者、全国育てる会・役員等 

  配布数 ：80 部 

（2）「青年海外協力隊帰国者の意識等に関する調査研究」結果報告の広報 

  広報媒体：育てる会ニュース 2021 年 4 月（第 439 号） 

  配布数 ：約 4,000 部 

（3）育てる会ニュースへの連載「After JOCV それぞれの歩き方」 

   掲載数 ：9 回 

（4）育てる会ニュースへの連載「日本も元気にする青年海外協力隊 OB 会」 
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   掲載数 ：12 回（40 連載） 

   備 考 ：当連載のスピンオフ企画としてオンライントークイベントも開催 

（5）「日本も元気にする JICA 海外協力隊」パンフレットの制作 

   制作数 ：22 件（北海道・東北・近畿・中国・沖縄等 22 道府県） 

   備 考 ：JICA 受託業務の一部として実施 

 

２）次世代育成を目的とした青少年団体等との事業連携の実現 

 （1）全国 OV 教員・教育研究会との事業連携 

実 施 ：10 月～2022 年 1 月 

概 要 ：12 月 26 日（日）開催「第 5 回全国 OV 教員・教育研究会シンポジウム『協力隊を 

日本の文化にする』～途上国経験を通して得られる力の活かし方～」の広報協力 

    広報媒体：育てる会ニュース 2021 年 12 月（第 447 号）、帰国隊員 ML（7,393 件） 

 

３）企業団体向けセミナーの開催 

 主催者・会議名 実施日 場所 参加人数 

1 
ライオンズクラブ国際協会 

330-A 地区キャビネット会議 7 月 26 日（月） 
ザ・プリンス 

パークタワー東京 
約 60 名 

2 
ライオンズクラブ国際協会 

330-A 地区ガバナー諮問委員会 8 月 5 日（木） 
レンブラントホテル 

東京町田 
約 25 名 

3 
ライオンズクラブ国際協会 

330-A 地区 9 月例会 9 月 14 日（火） 
主婦会館 

プラザ・エフ 
約 20 名 

4 
ライオンズクラブ国際協会 

330-A 地区ガバナー公式訪問事前懇談会 9 月 16 日（水） 吉祥寺第一ホテル 約 30 名 

5 
公益社団法人日本青年会議所 

2022 年京都会議 

2022 年 

1 月 21 日～23 日 
国立京都国際会館 約 60 名 

6 
ライオンズクラブ国際協会 

330-A 地区合同例会 

2022 年 

3 月 24 日（木） 

レンブラントホテル

東京町田 約 20 名 

備 考 ：いずれも JICA 受託業務として実施 

 

４）イベント等の開催 

（1）第 46 回通常総会シンポジウム 

演 題 ：「地域を創る青年海外協力隊 

～『青年海外協力隊帰国者の意識等に関する調査研究』から考える」 

    日 時 ：5 月 24 日（月）16：00～18：00 

    場 所 ：日本青年館 

概 要 ：独立行政法人国立青少年教育振興機構、JICA、当会の三者にて実施した同調査研究 

をもとに、協力隊経験者という人材の価値や果たすべき役割について考える 

    主 催 ：一般社団法人協力隊を育てる会 
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    共 催 ：独立行政法人国際協力機構、独立行政法人青少年教育振興機構 

    講 師 ：明石要一（教育学者）、尾木直樹（尾木ママ／教育評論家） 

大西かおり（NPO 法人大杉谷自然学校長、フィリピン OG） 

東恵理子（株式会社東美濃ビアワークス代表取締役社長、バングラデシュ OG） 

村上徹也（独立行政法人国立青少年教育振興機構青少年教育研究センター長） 

    状 況 ：コロナ禍により開催延期 

 （2）2022 年新春の集いシンポジウム 

    日 時 ：2022 年 1 月 31 日（月）16：00～18：00 

    場 所 ：日本青年館 

    概要等 ：開催延期された前述（1）の企画を同内容にて実施 

    状 況 ：コロナ禍により開催延期 

 

３．全国育てる会と JICA 青年海外協力隊事務局とのパートナーシップ強化                     

１）応募勧奨や人材紹介業の普及協力 

 （1）2021 年春募集の広報協力 

    概 要 ：募集ポスター等の配布、オンライン説明会等の情報拡散 

 （2）無料職業紹介事業 

    概 要 ：帰国隊員 ML による情報拡散（6,887 名分） 

 

２）現地活動ならびに社会還元活動の事例収集と広報協力 

    概 要 ：全国の育てる会及び OV からの情報を育てる会ニュース、Facebook にて広報 

 

３）全国育てる会代表者会議の開催 

    日 時 ：2022 年 3 月 1 日（火）、3 日（木）、4 日（金）、7 日（月）18：30～20：00 

    場 所 ：オンライン（Teams） 

    概 要 ：2022 年度 4 月より新設される「社会還元促進費」制度の説明会として JICA青年 

海外協力隊事務局が主催して開催 

    参 加 ：計 17 組織より各県事務局長等が参加 

 

4）全国育てる会活動 

 （1）愛媛県青年海外協力隊を育てる会設立 30 周年記念式典 

    日 時 ：10 月 2 日（土） 

    場 所 ：東京第一ホテル松山 

    概 要 ：①功労表彰 

          丸山愛菜（新居浜北中学校生徒） 

         ②記念講演 

演題：協力隊の国際貢献と今後の課題 
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講師：岩田公雄（ジャーナリスト、学校法人学習院フェロー） 

    参 加 ：塩崎恭久衆議院議員、山本順三参議院議員、中畑保一県議会議員等 約 40 名 

 （2）愛知県青年海外協力隊を支援する会開発教育セミナー 

    日 時 ：11 月 27 日（土）14：00～15：30 

    場 所 ：なごや地球ひろば 

    共 催 ：あいち国際交流はなのき会 

    概 要 ：パネルディスカッション 

          演題：楽しく学ぼう「多文化共生」～現状と私たちができること～ 

          講師：神田すみれ（愛知県立大学多文化共生研究所客員共同研究員） 

             江口由希子（外国人親子の子育てサロン創設者、トンガ OG） 

高橋ひろこ（FM ラジオパーソナリティ） 

    参 加 ：あいち国際交流はなのき会会員等 約 50 名 

 （3）協力隊を支援するやまがた地球家族の会企業セミナー 

    日 時 ：2022 年 2 月 16 日（水）13：30～15：30 

    場 所 ：オンライン（Zoom） 

共 催 ：JICA東北 

    概 要 ：JICA 中小企業・SDGs ビジネス支援事業オンラインセミナー 

          演題：山形県・岩手県発、マレーシアへ！海外と繋がる企業の挑戦 

    参 加 ：県内外の法人団体経営者等 56 名 

 （4）わかやま JICAボランティア応援団設立 10 周年記念事業 

    日 時 ：2022 年 3 月 14 日（月）①13：30～15：00／②17：30～19：00 

    場 所 ：①和歌山大学／②ダイワロイネットホテル和歌山 

    共 催 ：公益財団法人和歌山県国際交流財団 

    概 要 ：①和歌山大学における特別記念講演 

          演題：国際協力をめぐる最近の動き～JICAの目指すもの～ 

          講師：北岡伸一（独立行政法人国際協力機構理事長） 

          形式：ハイブリッド開催 

         ②わかやま JICA ボランティア応援団設立 10 周年記念講演 

          演題：国際協力をめぐる最近の動き～JICAの目指すもの～ 

          講師：北岡伸一（独立行政法人国際協力機構理事長） 

          形式：会場型リアル開催 

    参 加 ：①学生及び一般約 200 名、②県内経済界関係者等約 60 名 計約 260 名 

 

４．JICA海外協力隊事業を通じた SDGsへの貢献                                 

１）カレンダーの制作・販売  

  概 要 ：帰国隊員から提供される写真を使用したオリジナルカレンダー 

  テーマ ：「挑戦！」JICA 海外協力隊と SDGs 
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仕 様 ：A4 横／フルカラー／14 枚綴り（28P）／オリジナル名入れ・メッセージ印字 

価 格 ：1 部 1,100 円（税込／会員 800 円／3 部以上購入の場合 1 部 600 円） 

制 作 ：5 月より写真募集／8 月に写真選考／10 月より販売開始 

制作数 ：9,500 部 ※増刷 500 部含む（前年度 9,234 部） 

販売状況：個人購入 957 部／名入れ購入 3,683 部／各県購入 4,481 部／広報配布 107 部 

     計 9,228 部 

備 考 ：SDGs バッジプレゼント 2,070 個 

 

【理解促進事業】                                    

１）各種イベントの開催 

国際理解や人材育成、経験の社会還元等、協力隊事業を広く市民に周知する場として、帰国隊員

の活動報告会をはじめとするイベント開催を計画したが、コロナ禍により実施には至らなかった。 

（1）家族交流会 

   対 象 ：隊員家族ならびに協力隊参加希望者等 

   状 況 ：コロナ禍により中止 

（2）帰国報告会 

   対 象 ：隊員家族ならびに協力隊参加希望者、社会貢献団体、企業・団体関係者等 

   状 況 ：コロナ禍により中止 

 

２）「持続する情熱」等協力隊関連書籍の拡販 

  国際理解や人材育成、経験の社会還元等、協力隊事業を広く市民に周知することを目的に、書籍

等の紹介販売を行った。 

（1）東京 2020、青少年団体、協力隊採用に関心をもつ自治体等への働きかけ 

   実 施 ：通年 

   概 要 ：JICAの支援を得て下記団体等へ「持続する情熱」等を寄贈 

・隊員派遣国とホームタウン協定を結んでいる自治体（約 200 市町村） 

・青少年団体（『青年海外協力隊帰国者の意識等に関する調査研究』報 

告書と併せた送付の働きかけ） 

・外国人支援業務等で帰国隊員の採用に関心をもつ自治体 

①青年海外協力隊 50 周年記念誌「持続する情熱」（ダイジェスト版） 

 販売数 ：1 冊 

②青年海外協力隊 50 周年記念誌「持続する情熱」（完全保存版） 

 販売数 ：100 冊（JICA 青年海外協力隊事務局購入） 

 

 ３）協力隊関連グッズの販売 

（1）ＪICA海外協力隊 T シャツの販売 

   販売数 ：12 着 
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４）カタログギフト「GLOBAL SPROUT」の販売 

  OBOG が関わる商品の情報をまとめ、Web 等の広報媒体にて紹介するとともにカタログギフト 

として販売した。 

    ブランド：「GLOBAL SPROUT」（グローバルスプラウト） 

    概 要 ：帰国隊員が生産する食品・雑貨・化粧品等のカタログギフト販売 

    売 上 ：53,560 円／12 件 

         スプラウト・コース@4,280 円×11件／リーフ・コース@6,480 円×1件 

 

５）他団体との連携 

協力隊事業と育てる会活動の理解促進を目的に、他団体の実施する各種イベントに参加し、事業

広報をはじめカレンダーの販売を行う計画であったが、コロナ禍によりほぼ実現に至らなかった。 

 （1）協力隊まつり 2021 

    主 催 ：協力隊まつり実行委員会 

日 時 ：4 月 24 日（土）～25 日（日）10：00～17：00 

    場 所 ：オンライン（Zoom） 

    状 況 ：後援名義提供、育てる会ニュース・Facebook 等での広報のみで参加せず 

 

 ６）帰国隊員の進路支援 

就職や転職、進学、結婚等、帰国隊員の様々なニーズに対して、彼らの経験や持ち味が活かせる 

  人生プランをアドバイスするとともに進路開拓の支援を行った。 

 （1）職業紹介 

    実 施 ：通年 

    概 要 ：①帰国隊員 ML による就職・転職情報発信（4 回） 

         ②帰国隊員 ML による奨学・助成情報発信（4 回） 

         ③帰国隊員 ML による JICA無料職業紹介事業の広報（4 回） 

（2）婚活イベントの開催 

   状 況 ：コロナ禍により中止 

 

【助成事業】                                       

１）小さなハートプロジェクト 

協力隊員が本来の業務以外に企画するプロジェクトに対して、日本全国から寄付を募り支援する

事業。コロナ禍に伴い派遣開始となった隊員も少数であったため、今年度は実施しなかった。 

支援金額：1 件につき上限 300,000 円 

支援件数：今年度はコロナ禍により 0 件 

募集期間：通年 

審 査 ：審査員により随時実施 
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２）帰国隊員／青年支援プロジェクト 

公益財団法人三菱 UFJ 国際財団の支援を基に、帰国隊員の国際協力活動及び調査研究活動を支援 

した。 

支援金額：1 件につき上限 500,000 円 

支援総額：3,110,310 円 

募集期間：7 月 1 日（木）～8 月 31 日（火） 

審査選考：10 月 21 日（木）に選考委員会を実施 

応 募 ：24 名（協力活動 12 名／調査研究 12 名） 

結 果 ：10 名（協力活動 7 名／調査研究 3 名）への支援決定 

＜協力活動＞ 

 受給者名 派遣国/職種/隊次 プロジェクト名称 活動地域 

1 関谷拓朗 

モザンビーク 

コミュニティ開発 

2015-2 

デジタルソリューションと現場活動を通じた 

モザンビーク教育セクターの改善 
モザンビーク 

2 稲垣葉子 

マダガスカル 

コミュニティ開発 

2017-1 

Manasa Mora （マナサ・ムラ） ギニア共和国 

3 宮本春香 

ネパール 

環境教育 

2018-3 

ネパール パナウティの女性達に訓練と自立の機会

を（生理用布ナプキンを生産し、雇用の創出） 
ネパール 

4 元川将仁 

ラオス 

コミュニティ開発 

2019-1 

ラオスにおける綿や絹を用いた伝統的手工芸の文

化的資料作成と経済活動への利用 
ラオス 

5 水谷真由美 

ウガンダ 

保健師 

2006-2 

With コロナ時代を生きる多国間の若者が共創する

感染予防対策：限られた資源を活用した Positive 

Deviance 戦略 

三重県 

6 綿貫大地 

ベナン 

コミュニティ開発 

2017-2 

野菜農家の BIO 認証（有機栽培認証）取得プロジ

ェクト 
ベナン 

7 岡本龍太 

タンザニア 

コミュニティ開発

2017-4 

タンザニア小規模農家支援のための実証実験 タンザニア 

＜調査研究活動＞ 

 受給者名 派遣国/職種/隊次 プロジェクト名称 活動地域 

1 大西里奈 

マラウイ 

青少年活動 

2017-2 

途上国の初等教育における教育方法の改善策とし

ての協同学習に関する調査研究 
兵庫県 

2 谷中大翔 

インド 

コミュニティ開発

2019-1 

インドの事例研究に基づくギグエコノミーの労働

形態を評価する手法の研究 

インド 

イギリス 

3 平尾莉夏 

ベナン 

コミュニティ開発

2017-1 

ベナン共和国ジュグー市における家庭ごみ組成調

査 

京都府 

ベナン 
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３）馬場医療・福祉奨学金 

医療・福祉分野への就学や就職を希望する帰国隊員を対象に、返済義務を付した奨学金を給付し 

支援する計画であったが、今年度は実施せず。 

支援金額：1 件につき上限 500,000 円 

支援総額：500,000 円 

募集期間：7 月 1 日（木）～8 月 31 日（火） 

審査選考：帰国隊員／青年支援プロジェクトの審査選考と併せて実施 

応 募 ：なし 

結 果 ：支援者なし 

備 考 ：2021 年度をもって事業終了 

 

４）全国育てる会活動助成 

全国育てる会が実施する協力隊事業の理解促進等の諸活動に対し、助成金を給付した。 

支援金額：1 組織に就き上限 80,000 円 

申請期間：2022 年 2 月 10 日（木）～3 月 13 日（日） 

給付時期：2022 年 4 月 2 週目 

給付金額：40 組織／3,219,770 円 

対象事業：以下の 4 事業 

①協力隊に参加し易く、その経験を地域に活かす社会環境整備活動 

②協力隊事業の理解促進のための広報啓発活動 

③「協力隊の応援団」を地域で増やす支援者拡充活動 

④全国育てる会の連携活動 

    備 考 ：2021 年度活動等に関するアンケートを実施 

 

 ５）コロナ禍に対する各種支援 

   帰国隊員による社会還元活動支援ならびに他団体との連携事業として以下のとおり実施した。 

 （1）子ども食堂への食品等配布 

    支援先 ：台東区子ども食堂 

    支援品 ：栄養食品・栄養ドリンク×約 200 食、お米、お菓子等 

    実施日 ：7 月 24 日（土）、10 月 28 日（木） 

    物資提供：公益社団法人日本青年会議所 

支援協力：東京零環ライオンズクラブ 

 （2）ベトナム技能実習生・留学生への食品等配布 

    支援先 ：大恩寺 

    支援品 ：アルファ米・パン缶詰×200 食、コーヒー×400 食、インスタント麺・フルーツジ 

ュース・お菓子等×100 食分、お米×60kg、洗剤等 

    実施日 ：6 月 16 日（水）、7 月 31 日（土）、10 月 6 日（水）、10 月 26 日（水） 
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    物資提供：東京新橋ライオンズクラブ、東京零環ライオンズクラブ、Whats 交流会 

支援協力：東京零環ライオンズクラブ 

 

【広報事業】                                      

1）「協力隊を育てる会ニュース」の発行  

全国育てる会と会員、派遣中の協力隊員、帰国隊員、法人団体等の支援者とを結ぶ“育てる会活

動の情報ツール”として、全国の活動や帰国隊員の取り組み、協力隊事業の動向等を紹介した。 

発行数 ：約 4,000 部／毎月（赴任中の協力隊員には PDF 配信） 

仕 様 ：モノクロ／タブロイド版／4 ページ 

構 成 ：1 面～最新トピックス 

2 面～全国育てる会や地域の支援者の活動紹介 

3 面～派遣中隊員、帰国隊員向けの支援情報 

      4 面～各種インフォメーション 

 

２）Web や SNS による情報提供 

一般から隊員家族、派遣中隊員、帰国隊員まで、協力隊事業ならびに育てる会活動を広く周知す

るため、Web や SNS を活用した広報を更に充実させるとともに以下の情報等を発信した。 

（1）全国育てる会活動の最新トピックスや各種イベント情報（告知及び報告等）の提供 

（2）帰国隊員が関わる事業や商品情報の提供 

（3）各種支援情報の提供 

 

３）メーリングリストによる情報提供 

派遣中隊員や帰国隊員に育てる会活動を広く周知し、人的ネットワークの充実化と社会還元の促

進を図るため、以下の情報等を発信した。 

（1）カレンダー写真の募集 

（2）帰国報告会等講師の募集 

（3）各種支援事業の告知 

（4）就職・進学情報の告知 

（5）各県組織からの情報提供 

（6）会員団体からの情報提供 

 

４）全国育てる会へのメーリングリストによる情報提供 

   コロナ禍にて応援団の活動が制限される中、JICA海外協力隊事業に関する知識・情報を蓄積する

とともにより事業への関心を高めることを目的に、一時帰国中隊員の動向や帰国隊員による社会還

元活動等を各種メディアから抽出し、以下のとおり発信した。 

 （1）メディア情報 

    内 容 ：全国紙や地方紙、web等から集めたJICA海外協力隊に関するニュース 
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    方 法 ：メーリングリスト 

    配信回数：月に1～2回 

配信件数：18回／240件程度（1回あたり10～15件程度） 

 （2）JOCV Update 

    内 容 ：JICA青年海外協力隊事務局が国内機関等宛に発信している協力隊関連情報 

    方 法 ：メーリングリスト 

    配信回数：2週間に1回 

    配信件数：24回／250件程度（1回あたり10件程度） 

 

【総務活動】                                       

１）各種会議の運営 

一般社団法人として的確な組織運営ならびに事業活動の推進を目的として、役員会等の各種会議

を開催した。 

（1）第 46 回通常総会  

日 時 ：5 月 24 日（月）15：00～ 

場 所 ：育てる会事務局 

    概 要 ：書面決議にて実施 

（2）理事会 

年 3 回の開催 

第 1 回 第 2 回 第 3 回 

5 月 7 日（金） 

書面決議 

12 月 10 日（金） 

15：00～17：00 

於 日本青年館 

2022 年 3 月 9 日（水） 

15：00～17：00 

於 連合会館 

（3）常任理事会 

原則として四半期ごとに開催 

7 月期 10 月期 12 月期 

7 月 9 日（金） 

15：00～17：00 

於 日本青年館 

10 月 7 日（木） 

15：00～17：00 

於 育てる会事務局 

12 月 3 日（金） 

14：00～16：00 

於 育てる会事務局 

（4）顧問・参与会議 

原則として年 2 回程度の開催 

日 時 ：12 月 10 日（金）17：30～18：30 

場 所 ：日本青年館 

概 要 ：JICA青年海外協力隊事務局長による事業現況説明等 

 

 ２）各種交流会等の開催及び参加 

（1）第 46 回通常総会シンポジウム・交流会 

    開 催 ：コロナ禍により中止 
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（2）2021 年度 JICA慰霊式 

    日 時 ：10 月 12 日（火）15：00～15：15 

    場 所 ：JICA 市ヶ谷 

    参 加 ：松岡常任理事、大石事務局長 

 （3）2021 年度 JICA理事長表彰を祝う会 

    開 催 ：コロナ禍により中止 

（4）「新春の集い」 

    開 催 ：コロナ禍により中止 

 

3）会員現況 

（1）新規入会 

  ①野毛坂グローカル  

   入 会  ：11 月 8 日（月） 

   業 種  ：NGO（コミュニティ活動） 

口 数  ：団体 1 口 

会員種別 会員数 

社団法人 

個人 320（入会数 4） 

団体 85（入会数 1） 

法人 23（入会数 0） 

計 428 会員 

全国育てる会 個人／団体／法人 2,135 会員 

  合  計 2,563 会員 

 

４）受章等 

 （1）令和 3 年春の褒章・叙勲 

  【旭日小綬章】 

  ・柿内愼市（徳島県協力隊を育てる会顧問、株式会社徳島大正銀行取締役会長） 

  ・中川清（茨城県青年海外協力隊を育てる会顧問、前土浦市長） 

  【瑞宝中綬章】 

  ・鈴木誠一（青年海外協力隊とちぎ応援団、前栃木県副知事） 

  【瑞宝双光章】 

  ・山本明（群馬県青年海外協力隊を育てる会副会長、NTC インターナショナル株式会社特別顧問 

フィリピン・農業土木・1969-3） 

 （2）令和 3 年秋の褒章・叙勲 

  【旭日小綬章】 

  ・水沼富美男（青年海外協力隊とちぎ応援団副会長、元株式会社とちぎテレビ代表取締役社長） 

https://www.google.com/search?rlz=1C1QABZ_jaJP911JP911&sxsrf=AOaemvKk85czKc40APhPS-JsOKVscNU6dQ:1639019373911&q=%E6%9F%BF%E5%86%85%E6%84%BC%E5%B8%82&spell=1&sa=X&ved=2ahUKEwjTt7783tX0AhUUzIsBHRYxDF4QkeECKAB6BAgBEDk
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  【旭日双光章】 

  ・松本真理子（奈良 JICA ボランティア応援団理事、元奈良県教育委員長、マリンバ奏者） 

  【瑞宝双光章】 

  ・天野暢保（愛知県青年海外協力隊を支援する会副会長、元安城市文化財保護委員長） 

  ・八角幸雄（千葉県 JICA 協力隊を育てる会理事、元外務省職員、チュニジア・電子機器・1975 

後期） 

 （3）令和 3 年度外務大臣表彰 

  ・小早川明徳（福岡県青年海外協力隊を支援する会顧問、一般社団法人地域企業連合会代表） 

 （4）第 17 回 JICA 理事長表彰 

・岐阜県青年海外協力隊を支援する会 

・金子正美（北海道県青年海外協力隊を育てる会会長、酪農学園大学農食環境学群教授、マレーシ 

ア・村落開発普及員・1989-1） 

  ・浅沼修一（JICAボランティアを支援するいわての会理事、名古屋大学名誉教授、元国際協力専 

門員） 

 

５）訃報 

  ・大島賢三 5 月 29 日（土） 

   （一般社団法人協力隊を育てる会顧問、一般社団法人アフリカ協会理事長、元独立行政法人国際 

協力機構副理事長） 

  ・佐々木寛侑 6 月 10 日（木） 

   （元福島県青年海外協力隊を支援する会常任理事、郡山商工会議所相談役） 

  ・竹下亘 9 月 17 日（金） 

   （島根県青年海外協力隊を育てる会創立者、衆議院議員） 

  ・筑紫汎三 10 月 9 日（土） 

   （熊本県協力隊を育てる会相談役、元進路相談カウンセラー、元熊本県国際協会理事長） 

  ・中根千枝 10 月 12 日（火） 

   （第 2 代一般社団法人協力隊を育てる会会長、社会人類学者、東京大学名誉教授） 

  ・小池美代子 12 月 5 日（日） 

   （熊本県協力隊を育てる会常任理事、初代アサンテサーナの会会長、元隊員家族） 

  ・宮澤保夫 2022 年 3 月 23 日（水） 

   （神奈川県青年海外協力隊支援協会会長、星槎グループ会長） 

 

６）派遣隊員へのガイダンス 

    時 期 ：訓練再開に伴い、オンラインにて随時実施中 

    場 所 ：二本松訓練所、駒ヶ根訓練所 

    概 要 ：育てる会活動の説明ならびに個人情報の収集 
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隊次 実施日 担当者 

2021 年度 1 次隊 4 月 30 日（金） 髙木 

2021 年度 2 次隊 7 月 2 日（金） 髙木 

2021 年度 3 次隊 9 月 10 日（金） 髙木 

2021 年度 4 次隊 11 月 12 日（金） 吉田 

2021 年度５次隊 2022 年 1 月 28 日（金） 吉田 

 

７）帰国隊員へのオリエンテーション 

    時 期 ：コロナ禍によりオンラインにて随時実施中 

    場 所 ：JICA 市ヶ谷 

    概 要 ：育てる会活動の説明ならびにメールアドレス等の収集 

隊次 実施日 担当者 

派遣期間終了隊員 

（2021 年 3 月合意書解除者） 

※2018-4/2019-1/2019-2/2019-3 

4 月 14 日（水）、15 日（木）、16 日（金） 渡辺 

派遣期間終了隊員 

（2021 年 4 月合意書解除者） 

※2019-2 

5 月 12 日（水） 渡辺 

派遣期間終了隊員 

（2021 年 5 月合意書解除者） 

※2019-1/2019-2/2019-3 

6 月 16 日（水）、7 月 7 日（水） 渡辺 

再赴任からの帰国者 

※2019-1/2019-2/2021-7/2021-9 

7 月 30 日（金）、8 月 4 日（水）、 

9 月 15 日（水）12 月 10 日（金）、24 日（金） 

2022 年 1 月 19 日（水）、2 月 14 日（月） 

渡辺 

丸山 

吉田 

 

８）人事 

（1）社団事務局職員 

  ①復職 

内島弘太 （10 月 1 日付 パラグアイ調整員→事業部／JICA 竹橋勤務）  

②異動 

 吉田晴乃 （10 月 1 日付 事業部／JICA 竹橋勤務→事業部／事務局勤務） 

  ③退職 

滝澤航爾 （9 月 30 日付 クロスロード編集長） 

阿部摩里惠（9 月 30 日付 クロスロード編集部） 

髙木瑞恵 （10 月 31 日付 事業部／事務局勤務） 

渡辺翔  （12 月 20 日付 事業部／JICA 市ヶ谷勤務） 

大竹幸乃 （2022 年 3 月 31 日付 クロスロード編集部） 

坂部修一 （2022 年 3 月 31 日付 事業部／JICA 竹橋勤務） 
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  ④採用 

   干川美奈子（8 月 1 日付 クロスロード編集長） 

   馬場はるか（11 月 17 日付 事業部／事務局勤務） 

   丸山奈菜 （11 月 29 日付 事業部／JICA 市ヶ谷勤務） 

   小原麻子 （2022 年 2 月 4 日付 クロスロード編集部） 

 （2）全国育てる会：会長交代 

①埼玉国際青年を育てる会 

 前）星野和央（株式会社さきたま出版会会長） 

 新）時田巌（トキタ種苗株式会社代表取締役社長） 

②千葉県 JICA 協力隊を育てる会 

 前）花澤和一（元一般社団法人千葉県経営者協会専務理事） 

 新）八林明生（元国際協力事業団北陸支部長） 

③JICA 海外ボランティアひょうご応援団 

 前）高井芳朗（公益財団法人兵庫県国際交流協会理事長） 

新）水口典久（公益財団法人兵庫県国際交流協会理事長） 

  ④愛媛県青年海外協力隊を育てる会 

   前）井上善一（元瀬戸町長、タンザニア・園芸作物・1968-1） 

   新）土居英雄（株式会社愛媛新聞社代表取締役社長） 

 （3）全国育てる会：事務局長交代 

  ①秋田県青年海外協力隊を支援する会 

   前）今野庄蔵（エルディコンサルタント株式会社代表取締役 ※2021 年 3 月 8 日逝去 ） 

   新）松橋秀男（大潟村役場産業振興課農業アドバイザー、1988-1・フィリピン・食用作物） 

  ②にいがた青年海外協力隊を育てる会 

   前）横山容司郎（相場産業株式会社取締役、バングラデシュ・稲作・1980-2） 

   新）松本興太（株式会社 PNE PLANET 代表取締役、ヨルダン・柔道・2004-3） 

  ③富山県青年海外協力隊を育てる会 

   前）内山弘幸（ザンビア・自動車整備・1988-1） 

   新）西村一也（富山国際大学付属高等学校教員、ミクロネシア・環境教育・2010-1） 

  ④JICA 海外ボランティアひょうご応援団 

   前）福岡淳人（公益財団法人兵庫県国際交流協会事業推進部長） 

   新）上村治三（公益財団法人兵庫県国際交流協会事業推進部長） 

 

以上 

 

 

 

 

【2021 年度事業報告附属明細書について】 

2021 年度事業報告における、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第 34 条第 3

項」に規定する附属明細書「事業内容を補足する重要な事項」については、前述の事業報告内に含ま

れているため別途作成はいたしません。 
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2022年度事業計画 

2022年 4月 1日から 2023年 3月 31日まで 
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2022年度事業方針 

 

 

【スローガン】 

「協力隊は日本の宝、育てて活かす平和の種まき」 

 

【基本方針】 

1．協力隊事業への支援を通じて、世界から信頼される日本と平和で豊かな社会を実現する人材を育成

する。 

 

2．協力隊に参加しやすい社会環境を目指して、全国の育てる会組織の皆様と共に活動する。 

 

3．協力隊の活動を通じて得た隊員たちの経験が日本の地域社会の活性化に生かされるよう、帰国隊員

と自治体、経済団体、市民団体等との橋渡しとなる役割を果たす。 

 

【重点活動】 

1．事業・活動基盤の安定化 

 

2．JICA 海外協力隊の事業価値の理解促進 

 

3．全国育てる会と JICA 青年海外協力隊事務局とのパートナーシップ強化 

 

4．JICA 海外協力隊事業を通じた「持続可能な開発目標」（Sustainable Development Goals）への

貢献 
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重点活動

事業・活動基盤の

安定化

JICA海外協力隊事業の

事業価値の理解促進

全国育てる会と

JICAとの

パートナーシップ強化

JICA海外協力隊事業

を通じた

SDGsへの貢献

理解促進事業

各種イベント開催

カレンダーの

販売

カタログギフトの

販売

協力隊グッズの

販売

他団体との連携

帰国隊員の

進路支援

助成事業

小さなハートプロ

ジェクト

帰国隊員/青年支援

プロジェクト

地域の育てる会

活動助成

広報事業

育てる会ニュース

の編集発行

web・SNSによる

情報発信

受託事業

クロスロード

作成業務

帰国情報・事務管

理業務

浦安市国際センタ

ー指定管理業務

総務活動

各種会議等の

開催

 

青年海外協力隊をはじめとする国際ボランティア（以下「協力隊等」という。）事業に 

市民の立場から参加しやすい社会環境を創り、次世代を担う人材の創出及び育成を図るとともに、 

協力隊等が得た経験を共有することで多様な価値観を尊重する平和で豊かな社会を築き、 

国際社会と地域社会の発展に寄与する。 

 

協力隊を育てる会の使命 
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2022年度事業計画 

 

【重点事業】 

1．事業・活動基盤の安定化                                  

 １）安定的な実施体制の構築と業務の質向上 

   実 施 ：通年 

   概 要 ：受託業務の確実な遂行、コロナ禍における育てる会活動の充実及び活性化 

 

 ２）全国育てる会活動予算の確保 

   実 施 ：通年 

   概 要 ：活動予算の確保検討及び交渉 

 

2．JICA海外協力隊の事業価値の理解促進                          

１）全国ネットワークによる協力隊活動ならびに社会還元活動への支援 

   実 施 ：通年 

   概 要 ：イベント開催等を通じた活動広報 

 

２）次世代育成を目的とした青少年団体等との事業連携の実現 

実 施 ：通年 

概 要 ：「青年海外協力隊帰国者の意識等に関する調査研究」の継続活動 

 

３）企業団体向けセミナーの開催 

   実 施 ：通年 

   概 要 ：受託業務として実施（年 4 回程度） 

 

４）イベント等の開催 

 （1）第 47 回通常総会シンポジウム 

演 題 ：「地域を創る青年海外協力隊 

～『青年海外協力隊帰国者の意識等に関する調査研究』から考える」 

    日 時 ：5 月 30 日（月）16：00～18：00 

    場 所 ：日本青年館 

概 要 ：独立行政法人国立青少年教育振興機構、JICA、当会の三者にて実施した同調査研究 

をもとに、協力隊経験者という人材の価値や果たすべき役割について考える。 

    主 催 ：一般社団法人協力隊を育てる会 

    共 催 ：独立行政法人国立青少年教育振興機構 

    後 援 ：独立行政法人国際協力機構 

    講師等 ：明石要一（教育学者）、尾木直樹（尾木ママ／教育評論家） 
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東恵理子（株式会社東美濃ビアワークス代表取締役社長、バングラデシュ OG） 

大西かおり（NPO 法人大杉谷自然学校長、フィリピン OG） 

長壁総一郎（Licca 代表、東ティモール OB） 

長壁早也花（Licca 代表、ラオス OG） 

大嶋尚史（独立行政法人国立青少年教育振興機構青少年教育センター調査研究アド 

バイザー） 

         小林広幸（独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局長、タンザニア OB） 

 

３．全国育てる会と JICA 青年海外協力隊事務局とのパートナーシップ強化                     

 １）応募勧奨や社会還元促進等の推進協力 

    実 施 ：通年 

 

 ２）協力隊活動ならびに社会還元活動の事例収集と広報協力 

    実 施 ：通年 

 

３）全国育てる会代表者会議の開催 

    実 施 ：年度内の開催 

 

４．JICA海外協力隊事業を通じた「持続可能な開発目標」（SDGs）への貢献                                 

１）カレンダーの制作・販売  

  概 要 ：帰国隊員提供の写真を使用したオリジナルカレンダー 

仕 様 ：A4 横／フルカラー／14 枚綴り（28P）／オリジナル名入れ・メッセージ印字 

テーマ ：「ピース」 

制作数 ：9,000 部 ※予定 

制 作 ：5 月～8 月 

販 売 ：9 月中旬 ※予定 

特 典 ：購入者には先着順で SDGs バッジをプレゼント 

 

２）カタログギフト「GLOBAL SPROUT」のリニューアルと販売 

  OBOG が関わる商品の情報をまとめ、Web 等の広報媒体にて紹介するとともにカタログギフト 

として販売する。尚、今年度は帰国隊員による社会還元と持続可能な社会を目指す様々なステーク 

ホルダーとの繋がりを更に広げるべく、カタログ全体のリニューアルを図る。 

    概 要 ：帰国隊員が生産する食品・雑貨・化粧品等のカタログギフト販売 
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【理解促進事業】                                    

１）活動報告会の開催 

国際理解や人材育成、経験の社会還元等、協力隊事業を広く市民に周知する場として、社会情勢

に合わせながら活動報告会等を開催する。 

（1）新春の集い 

   実 施 ：2023 年 1 月（予定） 

 

２）協力隊関連書籍及びグッズの販売 

  国際理解や人材育成、経験の社会還元等、協力隊事業を広く市民に周知することを目的に、書籍

等の紹介販売を行う。 

（1）「持続する情熱」（ダイジェスト版）の販売 

   実 施 ：通年 

   対 象 ：隊員参加希望者、隊員家族、帰国隊員の採用に関心をもつ企業・団体・自治体等 

 （2）協力隊 T シャツ、JOCV バッジの販売 

    実 施 ：通年 

    概 要 ：隊員参加希望者、派遣予定者、帰国隊員、隊員家族等 

 

３）他団体との連携 

協力隊事業と育てる会活動の理解促進を目的に、社会情勢に合わせながら他団体の実施する各種

イベント名地に参加し、市民に広く周知する。 

（1）サマーコンファレンス 2022 

    主 催 ：公益社団法人日本青年会議所 

    実 施 ：7 月 16 日（土）～17 日（日） 

    場 所 ：未定 

（2）グローバルフェスタ 2022 

    主 催 ：グローバルフェスタ実行委員会 

    実 施 ：9 月末～10 月初旬 

    場 所 ：未定 

（3）第 20 回日比谷公園ガーデニングショー2022 

    主 催 ：日比谷公園ガーデニングショー実行委員会 

    実 施 ：10 月中下旬 

    場 所 ：未定 

（4）2023 年度京都会議 

    主 催 ：公益社団日本青年会議所 

    実 施 ：2023 年 1 月下旬 

    場 所 ：国立京都国際会館 

 （5）アフリカ救援節食ディナー 
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    主 催 ：足利市ボランティア協会、社会福祉法人足利市社会福祉協議会 

    実 施 ：2023 年 2～3 月 

    場 所 ：足利市民会館 

 

 ４）帰国隊員の進路支援 

   就職や転職、進学等、帰国隊員の様々なニーズに対して、彼らの経験や持ち味が活かせる人生プ

ランをアドバイスするとともに進路開拓の支援を行う。 

 （1）進路相談の実施 

    実 施 ：通年 

    概 要 ：就職や転職、進学等へのアドバイス 

 

【助成事業】                                       

１）小さなハートプロジェクト 

国内からの一般寄付を基に、協力隊員が本来業務以外に企画実施する草の根プロジェクトを支援

する。 

支援金額：1 件につき上限 300,000 円 

支援件数：未定 

募集期間：通年 

審  査：審査員により随時実施 

 

２）帰国隊員／青年支援プロジェクト 

公益財団法人三菱 UFJ 国際財団の支援を基に、帰国隊員の国際協力活動及び調査研究活動を支援 

する。 

支援金額：1 件につき上限 500,000 円 

支援総額：2,700,000 円 

募集期間：7 月 1 日（金）～8 月 31 日（水） 

審査選考：選考委員会にて 10 月頃実施 

 

３）全国育てる会活動助成 

全国育てる会が実施する協力隊事業の理解促進等の諸活動に対し、助成金を給付する。 

支援金額：状況に応じて決定 

給付時期：状況に応じて決定 

対象事業：以下の 4 事業 

①協力隊に参加し易く、その経験を地域に活かす社会環境整備活 

②協力隊事業の理解促進のための広報啓発活動 

③「協力隊の応援団」を地域で増やす支援者拡充活動 

④全国育てる会の連携活動 
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【広報事業】                                      

1）「協力隊を育てる会ニュース」の発行  

全国育てる会と会員、派遣中隊員、帰国隊員、法人団体等の支援者とを結ぶ“育てる会活動の情

報ツール”として、全国の活動や帰国隊員の取り組み、協力隊事業の動向等を紹介する。 

発行数 ：約 4,000 部／毎月（赴任中の協力隊員には PDF 配信） 

仕 様 ：モノクロ／タブロイド版／4 ページ 

構 成 ：1 面～最新トピックス、有識者による時評 

2 面～全国育てる会や地域の支援者の活動紹介 

3 面～派遣中隊員、帰国隊員の活動紹介 

      4 面～各種インフォメーション、ご芳名掲載 

 

２）Web や SNS による情報提供 

市民をはじめ隊員家族、派遣中隊員、帰国隊員等、協力隊事業ならびに育てる会活動を広く周知

するため、Web や SNS を活用した広報を更に充実させるとともに以下の情報等を発信する。 

（1）全国育てる会活動の最新トピックスや各種イベント情報（告知及び報告等）の提供 

（2）帰国隊員が関わる事業や商品情報の提供 

（3）各種支援情報の提供 

 

３）メーリングリストによる情報提供 

派遣中隊員や帰国隊員に育てる会活動を広く周知し、人的ネットワークの充実化と社会還元の推

進を図るため、以下の情報等を発信する。 

（1）カレンダー写真の募集 

（2）帰国報告会等講師の募集 

（3）各種支援事業の告知 

（4）就職・進学情報の告知 

（5）全国育てる会からの情報提供 

（6）会員等からの情報提供 

 

４）全国育てる会へのメーリングリストによる情報提供 

   JICA海外協力隊事業に関する知識・情報を蓄積するとともにより事業への関心を高めることを目

的に、派遣中隊員の動向や帰国隊員による社会還元活動等の情報を以下のとおり発信する。 

 （1）メディア情報 

    内 容 ：全国紙や地方紙、web等から集めたJICA海外協力隊に関するニュース 

    配信回数：月に1～2回 

 （2）JOCV Update 

    内 容 ：JICA青年海外協力隊事務局が国内機関等宛に発信している協力隊関連情報 

    配信回数：2週間に1回 
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【受託事業】                                      

１）2021-2024 年 JICA 海外協力隊の情報誌「クロスロード」作成業務 

協力隊員が現地で活動・生活するうえで参考になり、かつボランティア及び事業関係者間で共有

価値のある実践的情報を提供するとともに、帰国後に関する有益な情報提供を通じてボランティア

の帰国後の進路開拓を促進し、その経験を社会への還元に結びつけるべく、業務を遂行する。 

    委託元 ：独立行政法人国際協力機構 

    業務内容：JICA 海外協力隊実践ガイド（年 10 号）、OBOG 向け（年 1 号）、応募者向けガ 

イド（年 1 号）の企画、取材、原稿執筆、編集、発行 

    契約期間：2021 年 7 月 1 日（木）～2024 年 9 月 30 日（月） 

 

２）2021-2023 年度 JICA 海外協力隊帰国情報事務管理・現職参加促進支援業務 

帰国後の進路支援を円滑に実施できるよう、各種データの情報管理や進路支援制度の運用を効率

的に推進するとともに、カウンセリングを通じて帰国隊員の進路開拓と帰国後の社会還元を促進さ

せ、企業団体に対し JICA 海外協力隊事業の理解促進を図り、現職参加や帰国後採用を推進するこ

とでボランティアに対する社会的評価の向上に繋げるべく、業務を遂行する。 

委託元 ：独立行政法人国際協力機構 

業務内容：各種証明書発行やデータ整備、奨学制度等の事務手続き、進路相談カウンセリング 

業務、無料職業紹介業務、広報記事作成、理解促進セミナーの実施等 

契約期間：2021 年 10 月 1 日（金）～2023 年 8 月 31 日（木） 

 

３）浦安市国際センター事業 

    市民の国際交流及び国際協力に関する情報提供ならびに市民の相互交流を図ることを目的とし、

外国人市民への情報提供、国際交流・協力に関する情報発信、日本人市民と外国人市民の相互交 

流や交換場所の提供、更に相互交流の場となる拠点として市民の幅広いネットワークづくりを支

援する。 

    委託元 ：浦安市 

    共同企業：公益社団法人青年海外協力協会 

    業務内容：浦安市国際センターにおける多文化共生講座、日本語学習支援教室運営等の運営補 

佐（指定管理業務） 

    契約期間：2022 年 4 月 1 日（金）～2026 年 3 月 31 日（火） 

 

【総務活動】                                       

１）各種会議の運営 

一般社団法人として的確な組織運営ならびに事業活動の推進を目的として、役員会等の各種会議

を開催する。 

（1）第 47 回通常総会  

開催日 ：5 月 30 日（月）13：30～ 
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場 所 ：日本青年館 

    【プログラム】 

      第 1 部 通常総会（13：30～15：30） 

第 2 部 シンポジウム「地域を創る青年海外協力隊」（16：00～18：00） 

      第 3 部 交流会（18：30～20：00） 

（2）理事会 

年 3 回の開催（5 月、12 月、2023 年 3 月） 

（3）常任理事会 

原則として四半期ごとに開催 

（4）顧問・参与会議 

原則として年 2 回程度開催 

 

 ２）各種交流会の開催 

（1）「新春の集い」 

    日 時 ：2023 年 1 月 

    場 所 ：都内 

 （2）その他、各種表彰・叙勲等のお祝い会 

    開 催 ：随時 

    場 所 ：都内 

 

 ３）派遣隊員へのガイダンス 

    実 施 ：随時 

    場 所 ：オンライン 

    概 要 ：育てる会活動の説明ならびに個人情報の収集 

 

 ４）帰国隊員へのオリエンテーション 

    時 期 ：随時 

    場 所 ：オンライン 

    概 要 ：育てる会活動の説明ならびにメールアドレス等の収集 

 

以上 
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2022年度収支予算 

2022年 4月 1日から 2023年 3月 31日（決算）まで 
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2022年度収支予算 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：円）

2021予算
（A）

2022予算
（B）

（B）－（A） 備　　　考

事業活動収入

1 基本財産運用収入 1,000 1,000 0 定期預金

2 入会金収入 55,000 60,000 5,000 個人、法人、団体

3 会費収入 4,600,000 4,000,000 △ 600,000 個人、法人、団体

4 研修会費収入 615,000 700,000 85,000 総会交流会、新春の集い

5 広告料収入 1,500,000 2,500,000 1,000,000 育てる会ﾆｭｰｽ

6 手数料収入 4,960,000 4,489,000 △ 471,000 ｸﾛｽﾛｰﾄﾞ発送手数料、記念誌

7 カレンダー販売収入 4,300,000 4,400,000 100,000 9千部

8 帰国隊員等支援受託収入 46,115,000 52,000,000 5,885,000 ｶｳﾝｾﾗｰ、進路支援、ｻﾎﾟｰﾀｰ宣言

9 ｸﾛｽ編集業務等受託収入 50,395,000 57,188,000 6,793,000 年12冊

10 その他受託収入 4,390,000 5,912,000 1,522,000 浦安、その他

11 助成金収入 3,000,000 3,000,000 0 三菱UFJ国際財団

12 寄付金収入 10,000 50,000 40,000 一般寄付

13 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽﾌﾟﾗｳﾄ 150,000 50,000 △ 100,000

14 雑収入 2,252,000 1,001,000 △ 1,251,000

経常収益合計 122,343,000 135,351,000 13,008,000

 事業活動支出

15 給与手当 45,640,000 48,329,000 2,689,000

16 退職掛金 1,380,000 1,380,000 0

17 福利厚生費 6,715,000 8,108,000 1,393,000

18 旅費交通費 1,340,000 2,700,000 1,360,000 各県ｲﾍﾞﾝﾄ参加、ｸﾛｽ出張、職員ｽｲｶ

19 通信運搬費 6,989,000 5,956,000 △ 1,033,000 ｸﾛｽﾛｰﾄﾞ発送、GIGAPOD、Zoom

20 会議費 200,000 200,000 0

21 修繕費 1,000,000 1,028,000 28,000 ｺﾋﾟｰｶｳﾝﾄ、PCﾒﾝﾃﾅﾝｽ、ﾈｯﾄﾜｰｸ保守

22 印刷製本費 9,615,000 11,709,000 2,094,000 ｸﾛｽﾛｰﾄﾞ、ｶﾚﾝﾀﾞｰ、ﾆｭｰｽ

23 賃借料 5,455,000 5,569,000 114,000 家賃、OA機器ﾘｰｽ、書類保管

24 光熱水費 520,000 510,000 △ 10,000 電気、水道

25 保険料 50,000 60,000 10,000 火災保険、団体福祉

26 諸謝金 2,680,000 4,478,000 1,798,000 ｸﾛｽﾛｰﾄﾞ他

27 消耗品費 300,000 200,000 △ 100,000

28 租税公課 4,153,000 4,754,000 601,000 消費税、登記

29 減価償却費 188,000 229,000 41,000 建物付属施設

30 仕入高 200,000 486,000 286,000 記念誌

31 支払負担金 2,471,000 2,033,000 △ 438,000 社労士、税理士、会費

32 支払助成金 6,200,000 6,100,000 △ 100,000 三菱、各県助成

33 委託費 23,361,000 26,289,000 2,928,000

34 雑費 3,886,000 4,233,000 347,000 総会交流会、新春の集い

35 予備費 0 1,000,000 1,000,000

経常費用合計 122,343,000 135,351,000 13,008,000

事業活動収支差額 0 0 0

科　　　目
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第 1号議案：2021年度決算承認の件 

 

 

 

決 算 報 告 書（案） 

 

 

（第 9期） 

 

 

自 2021 年 4 月 1 日 

至 2022年 3月 31日 
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MEMO                                            
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第 2号議案：2022-2023年度役員承認の件 
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2022-2023年度役員（案） 

 

一般社団法人協力隊を育てる会役員定数 理事：15 名以内／監事：2 名以内 

理事候補者（計 14 名）／監事候補者（計 2 名）  

※五十音順 

理 事 再 任 明石 要一 千葉大学名誉教授、千葉敬愛短期大学学長 

理 事 再 任 上田 みどり 広島県青年海外協力隊を育てる会会長 

理 事 新 任 小井土 雄一 厚生労働省 DMAT 事務局長 

理 事 再 任 澤田 澄子 公益社団法人企業メセナ協議会常務理事兼事務局長 

理 事 新 任 白鳥 くるみ アフリカ理解プロジェクト代表 

理 事 再 任 杉下 恒夫 一般財団法人国際開発機構理事長 

理 事 再 任 田口 努 公益財団法人日本 YMCA 同盟総主事・代表理事 

理 事 再 任 棚田 一論 日本青年団協議会事務局長 

理 事 再 任 土井 章 国際航業株式会社経営管理本部 

理 事 再 任 松岡 和久 公益財団法人 CIESF 副理事長 

理 事 再 任 水野 秀一 公益社団法人日本青年会議所事務局アドバイザー 

理 事 再 任 山根木 晴久 日本労働組合総連合会副事務局長 

理 事 再 任 山本 信也 一般財団法人日本青年館理事 

理 事 再 任 山本 保博 医療法人伯鳳会東京曳舟病院院長 

監 事 再 任 中村 義人 公認会計士 

監 事 再 任 福瀧 健一 千葉県 JICA 協力隊を育てる会理事 

※上記役員の任期は、2022 年 5 月 30 日から 2024 年 5 月開催予定の第 49 回通常総会日までとする。 
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